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もっともっと元気な行田を創ります1

■特色ある産地づくりの推進
麦･大豆の生産を支援し、県下有数の穀倉地帯である特長を生かした麦･大

豆産地化振興事業を実施しました。

■地産地消の推進
学校給食に、行田産米「彩のかがやき」を100％使用するほか、キャベツ

や玉ネギなどの行田産農産物を取り入れています。また、行田在来青大豆を
活用した新たな商品「行田ブランド」を開発し、販売を開始しました。

新しい行田を創ります2

行田産の米や野菜を使った給食

■行田ゼリーフライ、行田フライの全国ブランド化に向けて
行田が誇るＢ級グルメ、「行田ゼリーフライ」と「行田フライ」のキャラ

クターデザインを決定し、名前とともに商標登録しました。「こぜにちゃ
ん」、「フラべぇ」という愛称が付いたキャラクターは、着ぐるみとなって
各種イベント会場に登場。ゼリーフライとフライ、そして行田の魅力を全国
にＰＲするため活躍中です。

■第２回行田市Ｂ級グルメ大会を開催
「ゼリーフライ」と「フライ」を利用したまちおこしの一環として、「第

２回行田市Ｂ級グルメ大会」を開催しました。Ｂ級グルメの全国大会「Ｂ－
１グランプリ」の歴代優勝グルメをはじめ、県内外のご当地グルメが出店し、多くの人でにぎわいました。

■行田市民大学が開校
市民による手作りの学校を目指して、市民自らが企画・運営する「行田市民大学」が開校しました。全22回

の講座で学んだ受講生たちは、さまざまなテーマでグループ研究を行い、その成果をまとめました。第１学年を
修了した第1期生98人のうち64人の希望者が、第２学年として学び続ける予定です。

■地域活性化推進委員会を設置
市民の皆さんの意見を取り入れながら地域活性化の取り組みを推進するため、市民と市職員で構成する地域活

性化推進委員会を設置しました。地域の特性を生かした魅力あるまちづくりに向けて、検討を進めています。

第2回行田市B級グルメ大会の様子

■子育てを応援
地域子育て支援拠点施設８カ所で、子育て親子に交流の場を提供し、育児相談や講習などの事業を行っていま

す。また、ファミリー・サポート・センター会員の支援を受けて「学童保育室送迎支援事業」を開始し、学童保
育室の入室待機児童の解消を図りました。

このほか、第３子以降のお子さんの誕生を祝して、「子育てハッピー券（36,000 円相当）」を贈呈する「子育
てジョイ ･ ハッピー事業」など、子育て家庭を応援するさまざまな施策に取り組んでいます。

■湯
ゆ

ったりあったか元気倍増事業
市民の皆さんの福利厚生増進のため、（社）伊香保温泉観光協会と協定を結び、

同協会加盟旅館に優待料金で宿泊できる事業を開始しました。

■地域安心ふれあい事業
「ふれあい見守り活動」と「いきいき・元気サポート制度」を開始し、支援

が必要な高齢者などを地域と行政が協力して支える、「新たな支え合いのしく
みづくり」を進めています。

安心・安全な行田を創ります3

いきいき元気サポーターによる活動風景


